
総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会［公開議題］ 

議事概要 

○ 日 時 令和７年１月１６日（木）１０：０４～１０：５０ 

○ 場 所 中央合同庁舎第８号館６階６２３会議室 

○ 出席者 城内科学技術政策担当大臣、上山議員、伊藤議員、梶原議員、佐藤議員、篠 

原議員、菅議員、波多野議員、光石議員 

（事務局） 

森総理補佐官、原府審（Ｗｅｂ）、濱野事務局長、柿田統括官、塩崎事務局 

長補、徳増審議官、川上審議官、藤吉審議官、彦谷審議官（Ｗｅｂ）、渡邉 

参事官、柿澤参事官、岩渕参事官 

松本外務大臣科学技術顧問、大野経産大臣科学技術顧問、 

小安文科大臣科学技術顧問 

（文部科学省） 

坂本サイバーセキュリティ・政策立案総括審議官、井上課長、小川室長  

（東北大学） 

冨永総長、青木理事副学長 

○ 議題 （１）国際卓越研究大学体制強化計画の認可を踏まえて

○ 議事概要

午前１０時０４分 開会 

○岩渕参事官 それでは、お時間になりましたので、始めさせていただきます。

本日は、科学技術政策担当の城内大臣に御出席を頂いてございます。議題に入る前に一言御

挨拶を頂ければと思います。 

それでは、城内大臣、よろしくお願い致します。 

○城内大臣 皆様、おはようございます。本日は大変お忙しい中有識者議員の皆様にお集まり

いただきまして、誠にありがとうございます。科学技術政策担当大臣の城内実でございます。 

 科学技術イノベーションは、正に国力の源泉でありまして、我が国の未来をつくる礎、そし

てまた経済成長や社会課題解決のための原動力となるものであります。 

世界の安全保障環境が大変厳しい状況になっている中、先端科学技術等をめぐる主導権争い
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が激化しております。 

 他方で、我が国の相対的な研究力は低下しており、科学技術立国の実現に向けては様々な課

題がございます。この研究力の低下の背景には、研究者の研究時間の減少という研究環境の課

題がございます。また、日本の大学が世界の大学と比べて予算規模が小さい等の研究資金に関

するもう一つの大きな課題があるというふうに私自身は認識しております。 

 本日は、東北大学の冨永悌二総長より、国際卓越研究大学第１号として、これから進めてい

こうとされている計画内容について発表いただきまして、またこの発表いただく内容につきま

しては、正に我が国の研究力に関する、私が今述べた課題に果敢に立ち向かうための大学改革、

大学改革といっても改革のための改革ではなく、国際社会に伍していけるような真の改革、こ

れを実行し、我が国の新たな大学の在り方を示していくものになると期待するものです。 

 皆様方におかれましては、今後実行に移される東北大学の計画がよりよいものとなりますよ

う、有意義な議論を交わしていただければ幸いです。 

 また、本年は第７期科学技術・イノベーション基本計画に向けた、極めて重要な１年であり

ます。この毎週木曜日に行われておりますこの懇談会での議論の蓄積が次の基本計画の姿に結

びついていくと考えております。 

 有識者議員の皆様、また事務局をはじめ関係府省の皆さんには、現場の課題の克服と、国民

の皆様、そして世界からも注目される計画となることを目指して、今後の議論を進めていただ

くことを期待しております。どうかよろしくお願い申し上げます。 

 以上で私からの挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

○岩渕参事官 ありがとうございました。 

 それでは、早速議題に移らせていただきます。本日の議題としては、国際卓越研究大学体制

強化計画の認可を踏まえてを予定しておりますほか、日本学術会議の在り方に関する政策討議

を予定してございます。 

 それでは、以降、上山議員、進行をよろしくお願い致します。 

○上山議員 ありがとうございます。 

 本日の公開議題につきましては、東北大学の冨永総長、青木副学長をお招きをしております。

国際卓越研究大学体制強化計画の認可を踏まえまして御発表いただきます。 

 それでは、早速でございますが、東北大学の冨永総長、御発表どうぞよろしくお願い致しま

す。 

○冨永総長 御紹介いただきました東北大学総長の冨永でございます。よろしくお願い致しま
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す。 

 本日は、先般国際卓越研究大学の体制強化計画を認可いただきまして、その概略についてお

話しさせていただきたいと思います。 

 最初のスライドにございますのは、「東北大学の歴史と理念」でございますが、１９０７年

にちょうど日露戦争の後でしたので、国家財政が厳しい状況下にあり、民間、自治体の寄附を

受けて創建された大学でありまして、社会と共に歩んでまいりました。我々のモットーは、研

究第一、門戸開放、実学尊重でありまして、教育と研究を車の両輪として、そして我が国で初

めて１９１３年に女子大学生を受け入れる、あるいは魯迅のような留学生を早くから受け入れ

る、そのほか多くの有意義な人材に門戸を開いて、言わば多様性を力として社会価値を創造し

てまいりました。 

 特に２０１１年の東日本大震災では復興に貢献すると共に、大学だけで閉じ籠もっていては

何もできないということを再認識し、社会的使命を構成員が強く自覚する契機となりました。 

 次のスライドでは、我々の国際卓越研究大学の体制強化計画の概要ですが、この三つの公約

を掲げました。一つ目は、Ｉｍｐａｃｔでありまして、これは未来を変革する社会価値の創造

であります。二つ目は、Ｔａｌｅｎｔ、多彩な才能を開花させ、未来を拓く。三つ目は、Ｃｈ

ａｎｇｅ、変革と挑戦を加速するガバナンスであります。 

 このＩｍｐａｃｔというのは，我々建学の理念で言えば研究第一あるいは実学尊重を受け継

いでいるものでありまして、門戸開放の理念は、正にこのＴａｌｅｎｔという公約につながり

ます。我々そしてさらに新たな知識経営体として、機能を拡張して、世界のリーディング大学

を目指すものであります。 

 次の、スライド４には我々の公約・目標・戦略とありますが、先ほどお話しした３つの公約、

それを達成するための６つの目標、１９の戦略をこの表にまとめたものでございます。非常に

細かいので読みにくいとは思いますが、非常に包括的な、そして構造的な内容になっておりま

す。 

 それぞれの公約の概略を御説明させていただきます。 

 まず、スライド５番目になりますと、Ｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔ ｆｏｒ Ｉｍｐａｃｔとござ

いますが、このＡ、Ｂの目標に示したように、学術的インパクトと社会的インパクトをもたら

す研究を展開するということがその目標でありまして、次のスライドにその我々の戦略がござ

います。 

 研究のインパクトを生み出すために、多様性と戦略性という観点から、３階層の研究力強化
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パッケージを作りました。 

 まず、３階層目の一番上のレベルのワールドクラスのトップレベル研究強化では、五つのコ

アリサーチクラスター、すなわち災害科学、材料科学、スピントロニクス、未来型医療、環

境・地球科学を重点強化するということでありますし、そして第２階層の分野融合研究強化と

して、次世代のリサーチコアを目指して、日本学をはじめ、様々な分野でリサーチクラスター

を形成して、半導体・ＡＩ・量子などの研究所機構、研究共創体をも強化致します。 

 そして、一番下の層ですね、基盤的研究強化、これが何より重要だと考えておりまして、こ

れに関しましては後に示しますが、国際卓越人事トラックを整備して、若手が自由な発想で活

躍できる研究環境を整備していきたいと考えてございます。 

 スライドの７番目には、学術的インパクトから社会的インパクトへというタイトルがござい

ますが、東北大学では様々な分野で生み出された学術的インパクトを社会的インパクトとすべ

く多くの課題解決の場があります。そして、世界に開かれた社会価値創造のプラットフォーム

としての大学というものに成長していきたいと考えています。 

 御承知のように、我々は、知的価値創造の好循環を構築する必要がある、つまり創出した知

的価値を社会価値につなげ、そこで得られる資金を基に更に研究を推進して知的価値創造を行

う、このような好循環を構築することが重要であると考えています。 

 スライドの８番目は、その舞台となる東北大学の３３０万平米のキャンパスでございますが、

これはもう歴史的に百万都市仙台市のまちづくりと呼応して、仙台の市街中心部に形成されて

きました。我々は五つのキャンパスを持っておりますが、その全てを共創空間、イノベーショ

ンの場としたいと考えております。 

 一番新しい青葉山新キャンパスには、新たに世界最先端の次世代放射光施設ナノテラスが建

造されました。このスライドでいいますと一番左下でございます。これドーナツ型に見えるの

がナノテラスです。そして、仙台市と連携しまして、地下鉄が延伸されまして、このスライド

の中ではブルーのラインで書いてありますが、仙台からこの青葉山駅というところまで僅か１

０分足らずということで利便性が大変向上しました。 

 我々はこの青葉山新キャンパス、この地図上の一番左側の下の部分ですが、ここにサイエン

スパークの整備を進めております。キャンパス内にサイエンスパークを置くということはこれ

まで余りなかったことだと思いますが、この４万平米というのはナノテラスを起点に企業のＲ

＆Ｄ拠点をキャンパス内に設置して、いわゆる産学官金を巻き込んだイノベーションエコシス

テムの構築というものを目指しております。 
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 大学債等によりまして昨年竣工した二つの研究棟が、このドーナツ型のナノテラスの前に青

葉山ユニバースというのと国際放射光イノベーション・スマート研究棟というのがありますが、

この２棟の研究棟は竣工後すぐに企業あるいはスタートアップ等で満室となってしまいまして、

２０２７年に新たなビルがここに竣工予定でございます。 

 そのほか、現在企業と共に研究者と企業事業をつなぐリサーチコミュニティの整備も行って

ございます。 

 続きまして、スライド１０枚目のＣｏｍｍｉｔｍｅｎｔ ｆｏｒ Ｔａｌｅｎｔですね、世

界の研究者を惹きつける研究環境の整備と世界に挑戦する学びの創造を目標に掲げております。

スライド１１にあるとおり、活力ある新たな研究体制を整備します。これは従来の縦型の講座

制から、研究ユニット単位のフラットな研究体制へと移行するものであります。 

 そして、基盤的経費を研究ユニット単位で措置、コアファシリティの強化、支援スタッフの

増員によるいわゆる研究リソースの共通化によりまして、若手も独立した研究者、ＰＩとして

活躍できる体制を構築したいと考えています。それによりまして、現在の８３０研究室が、将

来は１，８００研究ユニットになるということを想定してございます。 

 そして、次のスライドですが、またこのような研究体制の移行のために新たに国際卓越人事

トラックを設定いたしました。そして、既存人事トラックとの併存からの移行を目指します。

国際卓越人事トラックへは国内外あるいは世界中から優秀な研究者を雇用したいと考えており

ますが、その採用に当たっての選考基準、雇用形態や処遇、また提供する研究環境など、戦略

的な人事が必要でありまして、全部局の人事が統括されているということが重要かと考えます。 

 このような戦略的人事を行う上での課題というのは、振り返ってみますと、我々大学にとっ

て研究者あるいは研究支援人材というのは最も重要な人的資本でありながら、法人としての戦

略性を持ったマネジメントが不足していたということを我々は課題として考えておりまして、

そこで今回、昨年１０月にＨＣＭ室（ヒューマンキャピタルマネジメント室）を設置いたしま

した。このＨＣＭ室は、経営戦略本部内に設置しまして、３０名体制で、研究人材部門、研究

者人材部門、経営スタッフ人材部門、共通企画部門から構成されております。この秋全ての部

局を我々執行部が訪問しまして、この国際卓越人事の方向に関して合意を得て現在人事は進め

られておりますが、これが我々まず直近の課題だと考えております。既に６部局の人事計画の

審査承認を完了しまして、現在その他１９部局と人事計画を協議中であります。 

 スライド１４に若手躍進イニシアチブとございますが、今までお話ししたＰＩユニットによ

る研究体制というのは若手の活躍を促すものではありますが、本当に若手研究者が独立して成
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果を残せるのかとの疑問もあるかもしれませんが、我々は中盤にあります学際科学フロンティ

ア研究所、ＦＲＩＳというものを１０年前に設立しまして、そこで若手研究者の活躍というも

のを経験してございます。すなわち国際公募した５０名規模の若手研究者に独立研究環境を与

えて支援することによりまして、ここに示すような優れた研究成果を得ているということでご

ざいます。 

 スライド１５には、そのコアファシリティのことが書いてございますが、この学際科学フロ

ンティア研究所では、コアファシリティを共通化するということが非常に研究推進に効果的で

ございました。我々はこれを全学に展開するために、既に設置している全学のコアファシリテ

ィを統括するセンターにおいて、各キャンパスのファシリティの整備と、それからコアファシ

リティスタッフの配置を現在計画しているところであります。 

 次のスライド１６番目には、環境整備についてですが、個々の研究者、教職員のキャリアを

つなぐための環境整備として、ここに示すような様々な支援プログラムを展開しております。

特にこの中ではベビーシッター利用料金等補助、あるいは子の出張帯同支援等の補助などが大

変好評を博しております。また、国立大学最大規模の事業所内保育施設では、教職員の子育て

を支援しているというところでございます。 

 スライド１７に移りますが、医学、医療の領域におきましても、我々が学際科学フロンティ

ア研究所で経験したようなことを更に展開したいと、トップクラスのフィジシャン・サイエン

ティストを育成したいということを目的として、ＳｉＲＩＵＳ（医学イノベーション研究所）

を、この４月からの設置を目指してございます。これは診療領域の課題を熟知した研究志向の

臨床医が独立研究環境の下で５～６年研究に専念することでイノベーションの創出を目指すと

いうもので、我々医療のアカデミアは、これまで例えば働き方改革や地域医療といったところ

にフォーカスが当たりがちでしたが、本来のやはり医療開発のプラットフォームとしての機能

というものをもう一回考えては如何かというように考えております。 

 スライド１８には、その星陵キャンパス、医療系の集まるところの真ん中に大学債によるラ

イフサイエンスラボ棟を建設、２０２７年に竣工します。 

 スライド１９には、大学院、学部変革について書いてございます。東北大学は既に社会の皆

様から高い評価を頂いておりますが、この研究大学にふさわしい教育を目指して三つの強化計

画を立てております。 

 一つは、アドミッション機構を設置して、現在３０％のＡＯ入試選抜を段階的に総合型選抜

に移行するということを考えております。学部教育では徹底した国際共修環境を備えたゲート
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ウェイカレッジ、大学院では博士課程学生数を拡大し、大学院を一元管理する高等大学院を設

置したいと考えています。 

 ２０ページには、大学院生の経済支援・キャリア支援というものが書いてございますが、

我々は博士後期課程学生約２，８００人を対象に、一人当たり平均年１８０万円の経済支援を

行い、生活費相当額以上の受給率５４％と政府目標の３０％を大きく上回っております。 

 一方、スライドの２１番目ですが、各研究科の教育機能を束ねるアンブレラ組織として大学

院全体を統括する高等大学院を設置します。ここのスライド中盤にありますとおり様々な機能

を担って、今後ディシプリン横断型学位プログラムを拡大する予定であります。 

 また、スタートアップにおきましても、これはスライド２２番目ですが、Ｄｅｅｐ＆Ｄｉｖ

ｅｒｓｅを特徴としまして、地域を巻き込んで加速しているところであります。中段右にみち

のくアカデミアスタートアッププラットフォームがございますが、これは東北６県と新潟の大

学・高専の２２機関が参加して、シードファンド、ギャップファンド等を創設するなどして成

果を上げつつあるというところです。 

 実際、東北大発のスタートアップはこれまで１９９社、今年の分は入っていませんが、東北

ベンチャーパートナーズの支援もあり、ユニコーン１件、ＩＰＯ６件、Ｍ＆Ａ２件という実績

でございます。 

 続いて、スライド２４番目、Ｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔ ｆｏｒ Ｃｈａｎｇｅでありますが、

国際化とガバナンスについてでございます。 

 これは２５ページにＣＧＯを示してございます。我々は際限のない国際化を目指しており、

全方位の国際化を推進するために、新たにチーフグローバルオフィサー（ⅭＧＯ）     

を創設しました。そのミッションは学外においては戦略的なグローバルリンケージの推進、学

内においては組織の国際対応力を高める変革ということで、フランスからＣＧＯがこの４月に

着任致します。 

 続いて、ガバナンスにおきましては、御承知のように緑で示すような教育研究評議会、経営

協議会、総長選考・監察会議という枠組みがございましたが、今回新たに加わった赤で示す運

営方針会議は、過半数を学外委員とし、多様性に配慮した委員構成となっています。 

 次の２７枚目に運営方針会議の構成員を示しますが、全９名からなる上段の学外者が５名と

過半数を占めております。運営方針会議はこれまで２回開催してございます。女性が９名中３

名、海外の方が２名を占めるという割合です。 

 そして、スライド２８番目は、これまで我々コネクテッドユニバーシティ戦略の一環として、
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最高デジタル責任者として、チーフデジタルオフィサー（ＣＤＯ）を任命しております。ここ

にいらっしゃる青木理事です。教育研究のデジタル推進化はもちろんですが、事務部門のデジ

タル改革も進捗しておりまして、これは我が国の先端を走っているというふうに自負してござ

います。 

 スライド２９枚目は、仙台市との連携ですが、これまでスマートフロンティア協議会の設置、

国際化共同推進センターの設置、防災環境都市づくり、ＳＥＮＤＡＩ ＳＴＡＲＴＵＰ ＣＡ

ＭＰＵＳ構想と多分様々な面で密に連携してまいりました。特にこの右上にある国際化共同推

進センターでは、ワンストップで海外から来た留学生が手続が済むというふうなことを大学と

仙台市で進めておりまして、これも非常に好評を博したところでございます。 

 最後、スライド３０番目ですが、本計画は世界と伍して成長するための大学のシステム改革

というものに主眼があるというふうに考えておりまして、我々東北大学はこの変革の結節点と

なって日本の大学改革を先導する決意でありますということを申し述べたいと思います。 

 以上です。どうもありがとうございました。 

○上山議員 ありがとうございました。 

 ここで城内大臣は次の用務がありますので、御退席と聞いておりますが、何かございますで

しょうか。 

○城内大臣 私は巳年、今年還暦ですが、生まれ変わったら東北大学に入り直したいと思いま

した。以上です。本当に大変すばらしい内容なので、感動しました。是非頑張ってください。

それでは、失礼します。 

（城内大臣 退室） 

○上山議員 それでは、今の東北大学からの御報告につきまして、御意見、コメントを頂きた

いと思いますが、時間が許す限りどうぞ。 

 では、光石議員、どうぞ。 

○光石議員 ありがとうございます。 

  ３点ほどお伺いしたいと思います。２１ページに高等大学院がありますが、これのガバナ

ンスは、既存の研究部局から出て来た人が行うのか、どのような形で行うのかという質問が一

つ。 

 それから、１１ページ、１２ページの辺にフラットな研究体制が示されておりＨＣＭという

のも設けられるということですが、既存の研究科とどのように関わるのか、特に人事に対して

という点が一つ。 
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 それから、６ページを見ますと、最後のところのコアリサーチクラスターのところに環境・

地球科学がありますが、７ページを見るとそれが人文社会科学に置き換わっています。これは

全分野に関係するのでしょうか。その際には、環境・地球科学の科学技術的な側面はまた別で

実施するのか、あるいはこの人文社会科学に置き換わっているのか。それともやはり人文社会

科学は全体に関わるのかという、以上３点、質問です。 

○冨永総長 人文社会科学のところからお話しさせていただきたいと思いますが。ここに日本

学のことが書いてございますが、これは我々総合知をもって取り組んでいかなければならない

ところが非常に多いというように考えていまして、そういった面では文系の方にも十分活躍し

ていただくこと、これは三つの柱を立てていますが。 

 この日本学というのを以前より欧米の大学とコンソーシアムを２５の大学と作っておりまし

て、支倉リーグ等を作っていて、そういった中で海外での日本研究と国内での日本研究を今後

統合して新たな価値観を発信していこうというプロジェクトで、今後グローバルサイズにも展

開していくというところであります。こういったところも一つ社会的なインパクト、我々独自

の価値観を今後発信していけるという意味ではプラットフォームになるというように考えてお

ります。 

 そのほか、文系の先生たちは災害医療ですね。災害国際研究所というのが今我々にはありま

すが、やはり理系の人間が津波や地震のことを考えるだけでなくて、被災地のケアや文化財の

保護、復興の経済的なシミュレーションなど、そういったことも含めて、文系の方も参画いた

だいています。その他にも、例えば言語ＡＩに関しても文系の方が入っていただいているとい

う形で、様々なところで文系の方も一緒になってプラットフォームを作っていっていただいて

いるということがこの趣旨でございます。 

 それからもう一つ、御質問の人事に関して部局の役割はどうかということでございましたが、

これはやはり人事の主体は部局にあって、その部局が今後１０年、２０年を見据えて戦略を練

っていただいて、そういった中で人事を考えていくということをもう既に各部局を訪問して伝

えてございます。 

 ただ、それが「戦略的にどうか？」ということを確認するため、副理事や副学長などの研究

科長の経験があるような方々からなる１０人程度のチームを作っており、いろんな部局からい

ろんな相談を受けて、「このような人事をしたい」、「このような方向を考えている」という

ことに関して、そこで相談をいただき、方向性が決まったら、その人事戦略について、最終的

には人事戦略会議で承認を受けるというような形になっています。 
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 ですから、ある意味やはり人事というのは、もちろん最初の部分というのは各部局で、それ

ぞれの専門のところで、「こんなことをしたいからこんな人たちが必要なんだ」というような

ことをやはり考えていただくというのが始まりですね。それを支えるのが、それを手伝うのが

ヒューマンキャピタルマネジメント室ということになると考えています。 

 高等大学院は青木先生からお願いします。 

○青木理事副学長 高等大学院について、これは今のお話にもあったんですが、いかに全学的

なガバナンスを発揮するかというのが重要になります。今の人事もそうなんですが、トップは

人事の場合は私が担当しています。チームを作って、ある意味ギリギリとやるところもあった

りします。 

 同様に大学院も、例えば御存じのように、学生の配属とか、非常にセンシティブなテーマに

なってまいります。例えば研究所群に、研究が中心のところに学生をどういうように配属して

いくかとかというのもやはりどの大学でもいろんな問題になっているんですが、そのようなと

ころをある意味今の場合は副学長がいまして、そこが私、理事と一緒にしっかりガバナンスを

しながらそのようなところを決めています。 

 そのときのリーダーシップの源泉というのは、ある意味、こういうことを言うとなんですが、

資金なんですね。要は奨学金ですとかそういった部分のガバナンスを。 

○冨永総長 一つその前提となるのは、我々やはり博士課程の学生を増やしたいというのがベ

ースなんです。既存の限られた大学院生を各研究科が奪い合うような形にメンタリティになる

と、やはりどうしてもうまくいかないんです。我々大学院生は今２，８００人を２５年後には

２倍にしたいというふうに考えていて、設置基準ギリギリまで、中期目標、中期計画よりも

我々の長期計画の方を優先して設置基準ギリギリまで大学院生を増やすという方針にしていま

すので、まずその大学院生の数が増えるということが前提になって、そして適切に学生ファー

ストで考えると、学生が本当に学びたい、優れた研究者、それをつなぐということを一つ土台

に考えてやっていければいいんじゃないかなというように考えています。そのための調査を今

青木先生がおっしゃったように、実際には非常に難しい面も多々ありますが、ただ現状の大学

院生を奪い合うんじゃないんだと、もっと大学院生が増えるんだという前提の下で我々は戦略

を進めていきたいというように考えています。 

○上山議員 ありがとうございます。では、伊藤議員。 

○伊藤議員 パッケージとしての塊として、非常にまとまりのあるすばらしい提案を頂き、あ

りがとうございました。 
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 その上で私も人事体制、１１ページ、１２ページに非常に興味を持ちました。まず私の理解

が正しいかどうかをまず最初の部分で確認して、もし正しければということで質問を続けたい

んですが。 

 まず、１３０研究室が１，８００研究ユニットになる、これは例えば講座制というのが日本

の伝統的なものであって、それに対してアメリカのように、アシスタントプロフェッサーもア

ソシエートプロフェッサーもみんな一つずつの研究室を自分で持つと。そのときはテニュアト

ラック制度というのがあって、もちろん出版も問われるんですが、結果的にはどういう目標を

持ってどういう取組をしているかということが結構実力として見られて、将来的な伸びも含め

てしっかりと見ていかれると。その結果テニュアが取れるか取れないかというある意味試験を

通るか通らないかによって振り落とされていく、これが結構研究者として伸びる一つのやり方

だと思います。 

 もし今回のやり方、私の理解が正しいとすれば、研究室というものはある程度講座制はある

程度保たれながらも、中でユニットとしてそれぞれの資金が配分されて、若手にもそれなりの

自由度が研究室の講座の中で与えられる。場合によっては助教という人が７０％は講座の仕事

をするとしても、３０％は自分で好きなことができるような余地を作るとか、そのようなイメ

ージなのでしょうか。アメリカのやり方と今までの日本のやり方のハイブリッドなのかなとい

う印象を受けたんですが、その辺をどうやって伸ばすかというのを。 

○冨永総長 全くおっしゃるとおりで、ハイブリッドの部分が出てくるかもしれません。これ

を全ての研究科でやろうと思うと、例えば医療系、私は外科系ですが、医療系で技術を伝承し

なきゃいけないようなところで若手を独立させてなんていうことはなかなか難しいわけです。 

 ただ、我々ＦＲＩＳというところで国際公募した若手に独立環境を与えると、確かにみんな

研究を一生懸命やるということもありますので、できるだけ国際的に優れたアーリーミッドキ

ャリアのリサーチャーをリクルートしたいということがまず一つあります。 

 学内においても、優秀な若手をそのような形で研究環境を与えたいと。現状全てが今の講座

制の中で、あなたは独立したＰＩですよと言われてもなかなか大変だと思いますので、一つは

スペースの問題ですよね。やはり現状の研究室の中にいるだけでは駄目だと思うので。我々各

キャンパスに一つは研究棟が新しく建つようなことを今考えていて、それは大学債等々色々工

夫して研究棟を建てるんですが、そういったところに若手がどんどん入っていただいて、独立

研究環境でやっていく。 

 じゃ、従来の講座制はなくなってしまうのかという話ですが、これはもちろん１００年来日
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本がやってきたこの講座制もいいところは多々あるわけで、講座制の中で例えばメンタリング

とかグルーピングとか様々な形でいい部分は残していくことができるのではないかなというよ

うに思っています。 

 先生おっしゃるように、全てが欧米型で行くのがいいのか、それとも日本なりのやり方があ

って、その中でモディファイしていった方がいいのかということが基本的な御質問だと思いま

すが、やはり我々今は欧米型のフラットなＰＩ制をもちろん目指していこうと思いますが、そ

の中で様々な状況はあり得るということですね。 

○上山議員 佐藤議員、どうぞ。 

○佐藤議員 ありがとうございます。冨永総長のお話は何回か伺っていますので、ポイントだ

け絞ってお伺いします。 

 一つ目は、２６ページのガバナンスの点です。理論的な整理というのはこれまでもされてき

ていると思いますので、より実態的な観点で御質問申し上げます。いわゆる総長の役割とは何

なのかということなんですが。教育サイドでいうと、教育研究評議会というところに学内構成

員がいて、恐らく教育の在り方あるいはカリキュラムも含めてここが中心的に議論を担ってく

るわけですが、その中には総長もメンバーとして入っておられるわけです。 

 一方で、経営については、運営方針会議が担うことになりますが、こちらにも総長がメンバ

ーとして入っておられる。こちらの方はむしろ大学の経営の在り方というところから議論が進

められるというふうに理解しています。 

 この教育研究評議会は、学部の代表として、自分達の研究や教育をどう行っていくのかとい

うことを決めていくわけですが、一方で、この教育研究評議会の中に大学の財務的あるいは人

的な状況というものが十分理解されていないと、経営的に無理な教育体制を希求する、という

様な事になりかねない。ここが実は大学のガバナンスの中で今までも相当大きな問題だったん

じゃないかと私は理解しています。したがって、こちらは教育だけ議論すればいい、経営全体

は運営方針会議だ、というやり方で困るのは総長ということになってくるんじゃないかと案じ

ます。 

 したがって、経営の実態を、教育研究評議会にもしっかりと情報として伝えておかないと建

設的な意見がしにくいのではないかと思っています。その点、総長どうお考えになっているか

というのをお聞きしたいと思います。 

 二つ目です。ここから先は今日御説明いただいた資料と関係ないことですが、昨今非常に重

要な問題になってきているのは研究インテグリティ、研究セキュリティーの議論だと思います。
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この組織の中で総長として、今後のこの重要性を考えて、どこにどのような形でこの分野にお

ける対応を考えていかれるのか、これは国際卓越の１号目の東北大学のどうするのかというこ

とが学会全体をリードするという事にもなってきかねないので、今現在でのお考えをお聞かせ

いただきたい。 

 最後三つ目ですが、これは国際卓越は、地域中核（J-PEAKS）との間における車の両輪の事

業であるとの前提で始められました。そのときに国際卓越に選ばれた大学は自ら、積極的に地

域中核あるいは他の大学に対して支援の手を差し伸べることが必要であるとされていました。

今日の東北大学のプレゼンテーションの中もそのようなご説明はありませんでしたが、他大学

との協働・連携について国際卓越大学として選ばれた東北大学の役割というものを総長はどの

ようにお考えになっておられるのでしょうか。 

 以上、３点です。 

○冨永総長 まず、教育研究評議会、おっしゃるとおりで、経営協議会だけのこと、財務のこ

とで、教育研究評議会はそうではないかといいますと、教育研究評議会にも財務のことはお話

ししています。例えばこの国際卓越研究大学のことに関しましても、前総長の時代からきちん

とここで報告をして議論をしてということで、お金のことも含めてやってきているというのが

実情です。 

 それから、研究インテグリティに関しましては、大変今大事な問題で、我々のところでは特

に経済安全保障が言われている中で、輸出管理を厳格化するのは当然のことなんですが、学内

に研究インテグリティ・マネジメント委員会というのがございまして、ここで例えば個々の案

件に関して、この人を雇用するのにどうかとか、そういったことや、研究インテグリティ・マ

ネジメント委員会というのは研究セキュリティーも所掌しておりまして、そこで相談に乗って

くれるというような体制を取っています。ここの委員会の委員長をしているのは佐々木先生で、

よく内閣府とか自民党の方々にも講演をしている方なので、造詣が深いということですね。 

 そのほか、情報共有をして検証を行うというのは当然ですが、我々のところでは全職員が研

究セキュリティーに関するeラーニングとを義務化しておりまして、今年から全職員がeラー

ニングを受けなければいけないというような形でも研修を進めているということです。 

 特に私個人的には、今後ナノテラスというのができて、そこに１５０の会社が入っています

ので、そこを今度どのように研究セキュリティーを担保していくのかということも一つ大きな

課題だと我々自身が受け止めていまして、そこでも一つ皆様の先進的なモデルになれるように

セキュリティーを考えていきたいというように考えています。 
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 それから、地域中核支援に関しましては、やはり我々国際卓越研究大学スタンドアローンで

はなくて、国内の様々な大学を支援していく、あるいは引っ張っていくという立ち位置にある

ということを重々承知してございます。 

 いろんな面で挙げればいっぱいあるんですが、研究拠点から我々地域中核にも十幾つの大学

に申請を一緒に参画していますし、それから東北地方についても、先ほどお話しした学際科学

フロンティア研究所非常にうまくいってるので、東北６県の各国立大学に全て同じような形で

優秀な研究者を出していただいて、お互いダブルメンター制にして研修をしたり合宿をしたり

して研鑽を積んでいるというようなこともございますし。先ほど御紹介したスタートアップも

一緒にやっているというようなこともございまして、様々な形でほかの大学とは関わっていき

たいというように思っています。 

○佐藤議員 ありがとうございます。是非よろしくお願い致します。 

 研究、特にセキュリティーは新しい議論でございますので、国際卓越に選ばれた１校として、

大学にもいろんな難しい問題がたくさんあるわけですが、オピニオンリーダーとして頑張って

いただきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○上山議員 では、菅議員、どうぞ。 

○菅議員 ありがとうございます。大変丁寧な御説明ありがとうございました。 

 ほとんどのセクションは昔から聞いておった内容ではあるわけですが、今回恐らく冨永総長

がイニシアチブを取って提案されているＳｉＲＩＵＳですか、こちらを御質問したいと思いま

す。 

 あめりかでは、ハーバード大学のエリアとか、ヒューストンのエリアとか、すばらしいメデ

ィカルエリアがあって、そこで臨床研究が盛んにされているわけですが、そのやはり源泉にな

っているのは、ＭＤ－ＰｈＤプログラムだと思います。私がアメリカで育てた学生の一人もハ

ーバード大学に入ってＭＤ－ＰｈＤプログラムを終了し、もうハーバード大学医学部の教授を

しつつ臨床医になっています。やはりすごい優れた人を最初から基礎研究も含めて教育をして

いく、これがＭＤ－ＰｈＤプログラムの強みで、そこから巣立った人たちが、様々な大学の医

者になり先生になるので、アメリカでは臨床研究も速いスピードで進むというスキームだと思

います。 

 そういったことを考えますと、このＳｉＲＩＵＳの中でどれだけＭＤ－ＰｈＤプログラムを

特別な形として活性化し、そしてここの中で運用していくのかというのが、この絵では分から
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なかったので、そこを少し教えてください。 

○冨永総長 ありがとうございます。非常にすばらしい御指摘で、ＭＤ－ＰｈＤ制度はありな

がら、そんなに今のところ多くはないというのが実情で。我々こういった考えで研究所を作っ

て、これがＭＤ－ＰｈＤとつながれば、将来的にこういった研究所のリソースとしてＭＤ－Ｐ

ｈＤの方がつながれば非常にすばらしいなと思って今聞いておりました。 

 現状は、やはりＭＤ－ＰｈＤの数は、学生時代から来るというのは少ないので、臨床現場で

非常に研究志向が強くて研究したいと、研究のセンスもあると、頑張りたいというんだが、や

はり臨床もあると、それから教育もあるという中で、もったいないと。とにかくそういった優

秀な人材を集めて独立研究環境で、基礎研究が必要だったらもう基礎まで行っていいからと、

出口を目指してやってほしいというのがその趣旨でございます。 

 私もボストンにいたときにＭＧＨブリンガムがもうハーバードやＭＩＴを足したよりも多く

のロイヤリティ収入が得られているということを見ますと、やはり日本は大学病院がもういろ

んな医療研究が厳しくて、それまで顧みられていませんでしたが、やはり医療開発のプラット

フォームというのが大学病院の医療アカデミアとしての基本じゃないかということを思い知り

まして、やはり自分たちの未来の医療には自分たちが投資しないで、自分たちが自分たちの未

来に投資しないでどうするんだということで、そういった人間をとにかく研究時間を与えよう

ということがこの研究の趣旨でありました。 

 先生おっしゃるように、将来ＭＤ－ＰｈＤのコースと、そういったものとこういったものが

ちゃんとつながってくれば本当にすばらしいものになるというふうに思っています。 

○菅議員 今の時点ではＭＤ－ＰｈＤプログラムを作って、そこまでは考えられていないとい

うことですか。是非考えていただけたら。 

○冨永総長 是非考えていきたいと思います。 

○上山議員 よろしいでしょうか。 

 国際卓越大学制度につきましてはもう数年にわたっていろんないきさつがございましたが、

ここで初めて第１号という形で東北大学が選ばれたこと、またその間に様々な御努力をしてい

ただいた関係者の方々にお礼申し上げたいですし、今日も大野先生来ておられますが、東北大

学の選定に向けて多大な御尽力を頂いたこと、改めてお礼を申し上げたいと思います。 

 それでは、この国際卓越大学の議題についてはここまでとさせていただきます。どうもあり

がとうございました。 

○冨永総長 どうもありがとうございました。 
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午前１０時５０分 閉会 


